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７．おわりに 
 

 本資料は，構造設計・鉄骨製作・学協会からの実務者および研究者等による検討に基づいてまとめ

たものである．骨組の基本設計の段階では一般に部材を線材モデルとして構造検討を行うため，設計

時点では接合部についてあまり意識されていないが，実際はそれぞれの部材に大きさがあるため，こ

れらが集合する接合部分をいかに納めるか（詳細設計するか）という段階になると接合部ディテール

について種々の問題が生じる．代表的なものとして，柱梁接合部では取合う梁せいおよび柱サイズが

異なる場合，部材が平面的に斜めに接合する場合，立面的に斜めに接合する場合の対応があり，ブレー

ス接合部ではブレースの軸心と柱梁交点に偏心が生じる場合の対応などがある．これらの接合部につ

いて工場製作，現場施工および検査の観点から多様な問題が生じ，特に溶接に関連する問題が多く生

じている． 

 本資料では，これらのディテールについて，設計者の立場，製作する立場，検査を行う立場からの

意見を集約し，例示すべき接合部ディテールとそれらの留意点等を示している．接合部ディテールは

本来このような検討によって，ひとつずつ問題点が解決されて望ましい形が見えてくるものと思われ

る．本資料が，実務での鉄骨造建築物の設計や製作の際に，より望ましい接合部ディテールを実現さ

せるために，有効に活用されることが期待される． 
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